
４．

な
ぜ
、
電
気
自
動
車
の
時
代
と

な
る
の
か
？

世
界
の
自
動
車
は
、
エ
ン
ジ
ン
車
か

ら
電
気
自
動
車
に
向
け
突
き
進
ん
で
い

る
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
Ｃ
Ｏ
２
の

排
出
を
低
減
さ
せ
よ
う
と
す
る
環
境
保

護
の
大
き
な
う
ね
り
か
ら
来
て
い
る
。

電
気
自
動
車
は
、
走
行
中
に
Ｃ
Ｏ
２
を

排
出
し
な
い
か
ら
だ
。

し
か
し
、
使
用
す
る
電
気
の
発
電
で

Ｃ
Ｏ
２
を
発
生
さ
せ
て
は
意
味
が
な

い
。
そ
の
た
め
、
発
電
そ
の
も
の
も
Ｃ

Ｏ
２
を
排
出
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
世
界
の
大
き
な
潮
流
と
な
っ
て
い

る
。
こ
と
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
工
場

で
さ
え
１
０
０
％
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

運
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

近
時
、
富
士
フ
ィ
ル
ム
が
オ
ラ
ン
ダ

の
工
場
を
１
０
０
％
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
運
行
す
る
と
発
表
し
た
が
、
こ

れ
は
、
今
の
世
界
の
趨
勢
に
従
っ
て
い

る
と
言
っ
て
よ
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
工

場
を
持
つ
以
上
、
世
界
の
潮
流
に
乗
る

必
要
が
あ
る
の
だ
。

と
こ
ろ
が
日
本
は
、
20
％
を
原
発
で

発
電
さ
せ
る
の
が
政
府
の
方
針
で
、
福

島
の
原
発
事
故
で
停
止
し
た
原
発
を
、

こ
れ
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
再
開
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
１
０
０
％
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
発
電
す
る
こ
と
を
目
指
す
世
界

の
潮
流
か
ら
は
全
く
逆
行
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
潜
在
的
な
核
開
発
能
力
を

保
持
し
た
い
と
い
う
勢
力
が
そ
れ
を
推

進
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
、

日
本
の
産
業
界
を
急
速
に
時
代
遅
れ
な

も
の
と
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。

確
か
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

シ
フ
ト
す
れ
ば
電
気
代
は
高
く
な
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
生
産
技
術
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
必
要
と
な
る
。
そ
れ
が
、
ド

イ
ツ
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４．

０
の
原

動
力
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

メ
ル
ケ
ル
首
相
が
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ー
４．

０
を
、
国
を
挙
げ
て
推
進
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
２
０
１
１
年
11

月
の
ハ
イ
テ
ク
戦
略
２
０
２
０

（H
igh

-T
ech

 S
trategy 2

0
2
0

）
行

動
計
画
か
ら
で
あ
る
。

２
０
１
１
年
と
言
え
ば
、
そ
の
３
月

に
福
島
の
原
発
事
故
が
起
き
、
ド
イ
ツ

が
原
発
の
全
廃
を
宣
言
し
た
年
で
あ

る
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４．

０
は
、
一

面
で
は
ア
メ
リ
カ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
対
抗
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
他
面
で

は
、
電
気
代
の
上
昇
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
で
消
化
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で

あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
、
自
動
車
に
話
を
も

ど
そ
う
。
今
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
筆
頭
に

世
界
は
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に

熱
心
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
純

粋
に
電
気
自
動
車
だ
と
リ
チ
ウ
ム
電
池

が
高
価
な
た
め
、
高
価
な
車
と
な
っ
て

し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
リ
チ
ウ
ム
電
池

を
小
型
に
し
て
、
電
池
に
よ
る
走
行
距

離
の
不
足
を
エ
ン
ジ
ン
で
補
っ
て
い
る

の
だ
。
リ
チ
ウ
ム
電
池
の
価
格
が
低
下

す
れ
ば
、
一
気
に
電
気
自
動
車
の
時
代

に
入
る
は
ず
で
、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
は
、
そ
の
つ
な
ぎ
と
し
て
の
意

義
が
あ
る
の
だ
。

こ
の
よ
う
な
世
界
の
潮
流
の
中
で
、

日
本
の
メ
ー
カ
ー
は
、
日
産
を
除
い
て

電
気
自
動
車
に
き
わ
め
て
不
熱
心
で
あ

り
、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に
さ

え
冷
淡
で
あ
る
。
ト
ヨ
タ
と
ホ
ン
ダ
は
、

プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
な
く
、

プ
リ
ウ
ス
型
の
自
己
完
結
型
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
に
力
を
傾
注
し
て
い
る
が
、
な
ぜ
、

こ
こ
に
経
営
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ
ぎ
込
む

か
理
解
で
き
な
い
。

プ
リ
ウ
ス
型
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
と
、
プ

ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
と
は
似
て
非

な
る
も
の
で
あ
る
。
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
は
、
電
気
自
動
車
の
一
歩
手

前
の
も
の
で
あ
り
、
リ
チ
ウ
ム
電
池
に

蓄
電
し
た
電
気
で
は
走
行
距
離
が
短
い

の
を
、
エ
ン
ジ
ン
で
補
っ
て
い
る
。
そ

し
て
、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の

普
及
は
、
電
気
自
動
車
に
必
要
な
充
電

器
の
普
及
を
促
す
も
の
で
、
電
気
自
動

車
の
時
代
の
「
露
払
い
」
と
言
え
る
も

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
プ
リ
ウ
ス
は
そ
の
よ
う
な

役
割
を
果
た
せ
な
い
。
そ
の
結
果
、
ア

メ
リ
カ
で
は
、
プ
リ
ウ
ス
は
、
も
は
や

排
ガ
ス
規
制
の
観
点
か
ら
は
、
評
価
の

低
い
車
と
な
っ
て
い
る
。

ト
ヨ
タ
と
ホ
ン
ダ
に
つ
い
て
は
、
さ

ら
に
、
理
解
で
き
な
い
点
が
あ
る
、
そ

れ
は
、
水
素
自
動
車
の
開
発
に
開
発
資

源
を
注
い
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。

今
、
世
界
の
有
力
メ
ー
カ
ー
は
、
２

０
２
１
年
に
は
、
完
全
自
動
運
転
を
実

現
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、
自
動
運
転
の

開
発
競
争
に
そ
の
存
立
を
か
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
は
、
余
分
な
こ

と
に
経
営
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
い
ら

れ
な
い
は
ず
だ
。

水
素
自
動
車
は
、
普
及
す
る
こ
と
は

あ
り
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
電
気
自
動

車
は
自
宅
や
自
社
で
充
電
で
き
る
。
と

こ
ろ
が
、
水
素
自
動
車
は
水
素
ス
タ
ン

ド
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ユ
ー

ザ
ー
は
、
わ
ざ
わ
ざ
そ
の
よ
う
な
面
倒

な
こ
と
を
好
ま
な
い
。
し
か
も
、
水
素
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■ 随想　「甘え」が日本を滅ぼす

自
動
車
は
電
気
自
動
車
よ
り
安
く
は
な

い
は
ず
だ
。
か
つ
、
燃
料
費
も
高
い
。

そ
も
そ
も
水
素
ス
タ
ン
ド
を
用
意
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
よ
り
も
設
備
投
資
は
３
倍
以
上
と
い

う
。
日
本
以
外
で
、
こ
の
よ
う
な
ス
タ

ン
ド
を
設
置
し
よ
う
と
い
う
勢
い
は
な

い
し
、
国
内
で
も
必
要
数
を
確
保
で
き

る
の
だ
ろ
う
か
。

水
素
は
、
水
の
電
気
分
解
で
つ
く
れ

る
が
、
そ
れ
な
ら
直
接
電
気
で
車
を
動

か
し
た
ほ
う
が
安
上
が
り
で
あ
る
。
も

う
一
つ
の
製
造
法
は
、
化
石
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
熱
風
を
吹
き
付
け
る
方
法
で
あ

る
。
し
か
し
、
石
炭
や
石
油
で
は
水
素

は
高
価
と
な
る
の
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
泥
炭
を
使
っ
て
水
素
を
作
り
、
水

素
タ
ン
カ
ー
で
日
本
に
運
ぶ
方
法
が
考

え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
液
化
天

然
ガ
ス
よ
り
も
安
く
は
な
ら
な
い
よ
う

だ
。電

気
自
動
車
の
電
気
だ
と
、
ガ
ソ
リ

ン
車
の
４
分
の
１
く
ら
い
の
コ
ス
ト
で

走
れ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
に
燃
費
の
悪

い
水
素
自
動
車
を
わ
ざ
わ
ざ
買
う
者
が

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
、
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
熱

風
を
吹
き
付
け
る
方
法
で
は
、
Ｃ
Ｏ
２

を
発
生
す
る
。
こ
れ
で
は
、
カ
ー
ボ
ン

レ
ス
を
目
指
す
世
界
が
受
け
付
け
な

い
。以

上
を
み
れ
ば
、
ど
う
考
え
て
も
カ

ー
ボ
ン
レ
ス
時
代
で
は
、
電
気
自
動
車

が
主
役
で
あ
る
。
し
か
も
、
電
気
自
動

車
は
燃
費
が
良
く
、
加
速
度
や
静
粛
性

は
エ
ン
ジ
ン
自
動
車
よ
り
ず
っ
と
高

い
。
今
は
リ
チ
ウ
ム
電
池
が
高
く
、
電

気
自
動
車
の
増
加
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
が
、
二
次
電
池
が
安
く
な
れ
ば
、
一

気
に
電
気
自
動
車
の
時
代
が
到
来
す
る

で
あ
ろ
う
。

５．

電
気
自
動
車
は
中
国
が
リ
ー

ド
！中

国
は
深
刻
な
大
気
汚
染
に
直
面
し

て
い
る
。
そ
の
汚
染
源
の
一
つ
が
自
動

車
の
排
ガ
ス
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
中

国
は
国
を
挙
げ
て
電
気
自
動
車
を
推
進

し
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
勢
い
は
半
端

で
な
い
。
政
府
に
よ
る
補
助
金
は
、
車

一
台
１
０
０
万
円
以
上
と
言
わ
れ
る
。

車
は
、
も
と
も
と
部
品
点
数
が
１
台

３
万
点
と
言
わ
れ
、
そ
の
た
め
新
規
参

入
が
難
し
い
業
種
と
さ
れ
て
き
た
。
と

こ
ろ
が
、
電
気
自
動
車
と
な
る
と
、
部

品
点
数
は
大
幅
に
減
少
す
る
が
、
そ
れ

を
モ
ジ
ュ
ラ
ー
化
す
れ
ば
、
生
産
は
大

幅
に
容
易
と
な
り
、
参
入
障
害
は
大
幅

に
低
下
す
る
。
そ
の
結
果
、
中
国
で
は
、

電
気
自
動
車
の
メ
ー
カ
ー
が
急
増
し
て

い
る
。
し
か
も
、
そ
の
多
く
は
、
ド
イ

ツ
企
業
と
提
携
し
、
技
術
力
は
高
い
。

開
発
さ
れ
る
電
気
自
動
車
の
主
役
は

バ
ス
で
あ
る
。
電
気
自
動
車
に
使
わ
れ

る
リ
チ
ウ
ム
電
池
は
高
い
の
で
、
安
価

な
車
に
は
向
か
な
い
。
そ
の
点
バ
ス
は

最
適
で
あ
る
。
一
台
の
単
価
が
高
い
し
、

技
術
導
入
が
比
較
的
容
易
だ
か
ら
で
あ

る
。独

ダ
イ
ム
ラ
ー
と
中
国
Ｅ
Ｖ
メ
ー
カ

ー
Ｂ
Ｙ
Ｄ
は
、
合
弁
会
社S

h
en

zh
en

B
Y
D
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aim
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n
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o
., L

td

（
ブ
ラ
ン
ド
名
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｚ
Ａ
）

を
設
立
し
て
電
気
自
動
車
を
開
発
し
て

い
た
が
、
そ
の
電
気
バ
ス
「
Ｋ
９
」
は
、

２
０
１
３
年
１
月
に
は
欧
州
に
お
け
る

車
両
販
売
統
一
型
式
認
証
で
あ
る
、
Ｗ

Ｖ
Ｔ
Ａ
（W

h
o
le

 V
e
h
ic

le
 T

y
p
e

A
p
p
ro

va
l

）
を
取
得
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
世
界
展
開
で
き
る
世
界
初
の
電

気
バ
ス
と
な
っ
た
。

日
本
も
バ
ス
に
Ｅ
Ｕ
の
基
準
を
採
用

し
て
い
る
た
め
、
Ｅ
Ｕ
の
認
証
が
あ
れ

ば
輸
出
が
可
能
と
な
る
。
現
に
、
京
都

急
行
バ
ス
は
、
２
０
１
６
年
３
月
、

「
Ｋ
９
」
を
１
台
４
０
０
万
元
（
約
６

９
０
０
万
円
）
で
５
台
輸
入
し
た
。

Ｋ
９
は
、
６
時
間
で
フ
ル
充
電
す
る

こ
と
が
で
き
、
30
分
の
急
速
充
電
で

50
％
充
電
が
可
能
、
定
員
が
49
人
、
１

回
の
充
電
で
約
３
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
走
行
が
可
能
と
い
う
。
実
用
性
は
極

め
て
高
い
。

ス
イ
ス
の
重
電
大
手
Ａ
Ｂ
Ｂ
は
、
こ

の
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｚ
Ａ
に
対
し
、
急
速
充
電
器

を
供
給
す
る
と
発
表
し
た
。
充
電
ス
タ

ン
ド
は
中
国
政
府
が
公
認
す
る
「
Ｇ

Ｂ
／
Ｔ
」
規
格
に
な
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
規
格
が
、
世
界
標
準
と
な
る

の
だ
ろ
う
か
。

検
索
エ
ン
ジ
ン
最
大
手
百
度

（B
aid

u

）
は
、
独
Ｂ
Ｍ
Ｗ
と
提
携
し

自
動
運
転
の
電
気
自
動
車
開
発
中
の
よ

う
で
、
す
で
に
、
独
Ｂ
Ｍ
Ｗ
と
自
動
運

転
を
実
証
中
と
の
こ
と
で
あ
る
。

中
国
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
配
信

大
手
の
楽
視
網
信
息
技
術
は
電
気
自
動

車
の
工
場
を
建
設
し
、
２
年
後
の
稼
働

を
目
指
す
と
の
こ
と
で
あ
る
。

北
京
福
田
汽
車
も
電
気
自
動
車
の
メ

ー
カ
ー
で
あ
る
が
、
タ
イ
の
地
場
企
業

30
社
が
設
立
し
た
タ
イ
・
エ
レ
ク
ト
リ

ッ
ク
・
ビ
ー
ク
ル
（
Ｔ
Ｅ
Ｖ
）
と
提
携

し
、
タ
イ
へ
電
気
バ
ス
を
提
供
し
、
さ

ら
に
組
み
立
て
工
場
を
建
設
す
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
タ
イ
政
府
は
、
こ
の
よ

う
な
流
れ
の
中
で
、「
タ
イ
を
東
南
ア

ジ
ア
の
Ｅ
Ｖ
産
業
の
中
心
拠
点
に
育
て

た
い
」
と
、
16
年
８
月
、
Ｅ
Ｖ
完
成
車

の
輸
入
関
税
引
き
下
げ
や
現
地
生
産
優

遇
な
ど
の
大
枠
を
決
定
し
た
。

こ
れ
を
聞
い
た
日
系
企
業
か
ら
、
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
を
優
先
す
べ
き
な
ど
と
の

横
や
り
を
入
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
時
代
に
乗
り
遅
れ
た
日
本
は
、
横

や
り
し
か
入
れ
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
電
気
自
動
車
は
、

発
展
途
上
国
で
も
新
規
加
入
が
可
能
な

よ
う
だ
。
イ
ン
ド
の
マ
ヒ
ン
ド
ラ
（
農

機
メ
ー
カ
）
や
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ア
ヤ

ラ
財
閥
も
電
気
自
動
車
に
進
出
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
ら
し
い
。

日
本
メ
ー
カ
ー
が
、
電
気
自
動
車
の

流
れ
を
無
視
し
て
い
る
間
に
、
世
界
は

電
気
自
動
車
に
向
け
走
り
出
し
、
し
か

も
そ
の
主
役
は
全
く
新
し
い
プ
レ
イ
ヤ

ー
で
あ
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

金
子
博
人

（
か
ね
こ
・
ひ
ろ
ひ
と
）

金
子
博
人
法
律
事
務
所
。
弁
護
士
。
早
稲
田
大
学
法

学
部
卒
業
、
同
大
学
院
修
士
課
程
（
商
法
）
終
了
。

１
９
７
７
年
４
月
弁
護
士
開
業
。
国
際
旅
行
法
学
会

（
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ａ
）
会
員
。
大
東
文
化
大
学
法
科
大
学

院
、
日
本
大
学
法
科
大
学
院
講
師
。
市
場
取
引
監
視

委
員
会
委
員
（
東
京
工
業
品
取
引
所
）。
日
本
プ
ラ

イ
ム
リ
ア
ル
テ
ィ
投
資
法
人
執
行
役
員
。
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